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第
十
六
卷

(

S
 
ニ)

雜
錄
ア
ダ
ム

•スミス

'の，
，
生摩

7

ダ

-ム
> K

そ
.
ス

の

生

涯

—f*. '■

高
搞
誠

セ

ア
ダ
ム
，
ス
ミ
ス
は
宗
敎
的
疑
惑W

哲
學
的
藥
盤
の 

.時
代
に
.注
を
享
け
^
:
!み
？
：而
し
て
彼
れ
©

「

道
德
的
情 

操
論」

及
び
其
の
他
の
述
作
，を
織
く
者
は
彼
れ
が
有
縛 

論
者
た
ら
し
を
表
明
す
る
齋
多
の
章
句
化
讓
着
す
る 

も
、
而
も
其
の
基
督
敎
徒
た
レ
レ
こ
.ざ
を
立
證
す
る
に 

足
，る

の

筒

所

は

始

ん

ポ

，ウ
.も
之
れ
を
看
出
す
こ
ビ
能 

は
ざ
る
可
し
。(Hirst, 

op:cit, 

pp. 

36-45 

照)

o

か
の
ジ nr

ン
•
ラ
ム
ジ *—

(Tpbn 

R
a
m
s
a
y

 

of ochter- 

tyre.)

の
談
の
.如
き
、圓
ょ
ら
巷
間一

片
の
閑
話
に
週
ぎ 

す
し
て
ゾ
決
し
て
千
分
な
る
信
を
置
く
に
足
る
可
き
も 

Q

に
は
非
ざ
る
可
さ
も
、
又
ね
以
て
宗
敎

k
對
す
る
彼

れ
の
態
度
を
想
見
せ
し
む
る
も
め
な
L

ピ
せ
す
即
ら 

日
ぐ
、
此
の
著
名
な
る
激
授
は

「

無
®

餘
者A

M

 

I

ム」 

の
灰
人
に
し
て
"
彼
れ
自
身
み
斯
た
宗
敎
上
の
問
題
に 

，
關
し
て
"

*

不
祥
な
る
沈®

を
守
れ
彼
れ
はA

ッ
チ
ェ 

ソ
ン
の
如
く
、
莲
督
敎
の
純
的
起
源
の
瞪
跡
に
關
し
て 

日
曜
講
演
を
開
く
こ
ダ
な
か
り
き
、
人
は
亦
た
®
々
彼 

れ
が
大
學
禮
拜
.堂
に
躲
サ
る

»

事
中
.

其
の
廣2

狂
っ 

て
公
然
微
笑
し
つ
>
あ
る
を
見
し
な
る
可
し
、
彼
れ
が 

潮
'め
て
ダ
ラ
ゴ
ォ
大
學
敎
授
に
任
命
せ
ら
れ
た
る 

時
、
其
の
謙
義.
を
開
始
す
る
の
前
，，に
新
禱
を
行
ふ
の
義 

務
を
免
れ
ん：)

V
 

を
大
學
評
譲
員
會
に
請
願
し
て
扼
縛 

せ
ら
れ
た
ら"

彼
れ
の
開
講'
の
斬
禱
は
常
に
.

「

自
然
宗 

敎
の
臭
味
强
烈」

な
る
も
の
ビ
思
#
せ
ら
れ
た
ね
、
彼 

れ
が
自
然#

學
の
講
義
は
人
間
の
自
負
に
媚
ぶ
る
こざ 

過
大
に
し
て
、「

不
適
な
る
靑
年
を
誘
っ
て"
W

學
上 

の
大
眞
與
並
に
人
間
，が
神
及
び
其
の
隣
人
に
纖
し
て
負 

へ
る
義
務
は
何
等
特
殊
の
：天
啓
な
き
も
、自
然
の
光
明

に
よ 
一b
て
後
見
せ
ら
る
可
しV

做

す

木

當

な

る

結

論

解

せ

£々
云
へ
る
殺
な
し
が

.(

d
p 

Cleland

ン

a
?

 

こ」

赴
わ
し
め
れ
り

 

Y
R
a
m
s
a
y
,

 

Scotland 

a
n
d

 

c
ou
n
t 

of 

G
l
a
s
g
o
w

 

in 

N
e
w

 

Statistical 

A
c
c
o
u
n
t

Scotsmen, 

I. 

462, 

4
6
3

♦
二 

of Scotland, 

vL 

p. 

1
3
9
4
、

彼

れ

が

！
千
七
一
白
六
十 

.

ス
ミ
ス
は
法
學
及
び
政
治
學
に
關
す
る
請
義
に
於
て
三
年
其
の
長
さ
大
陸
0
流
寓
よ
レ
歸
ね
て
後
"
興
0
周 

最
初
よ
ゎ
自
由
交
易
の
：學
說
を
唱
道
せ
ゎ
。
而
し
て
彼I

圓
を
化
レ
て
保
護
主
義
を
信
奉
せ
し
め
ん
こ
t
を
努
め 

れ
は
其
の
グ
ラ
ヌV

オ
在
住
の
-

B1.1

ケ

ギ

間

に

於

て

事

f

ざ
雖
も
、
彼
れ
等
は
旣
に
ス
ミ
ス
の
所
就
に
よ
ね 

實
上
同
市
を
し
て
彼
れ
の
意
見
に
改i

ボ
せ
し
め
得
ね
ら
^
て
全
然
穀
物
自
由
輸
入
の
信
者
ビ
爲
れ
る
後
な
る
を
以 

ざ
J
せ
ら
る
。
霉
時
ク
，ラ
ィ
ドn

c
l
y
d
e
v

の

最

も

有

名

て

"
彼
れ
は
是
れ
等「

グ
ラ
ス
，ゴ
オ
の
理
論
家」

に
對
レ 

な
み
；！商
人
し
ダ
チ

I
ムズ

5

ッ
チ
ィ
'
 (

J
a
m
e
s

一
 

ズ
保
譲
論
を
反
復
ず
る
に
厭
め
る3

日
を
辦
直
に
告
白
せ 

Rit<PHe)
、

管
り
て
ダ
ッ
ダI

ド
•
ス

チ

ユ

ト

に

談

クj 

&
、(ibid; 

P, 

3
7
3
0
。

す

？

&

ぐ

7

ス

ミ

は

其

の

グ

ラ

ス

：
ゴ

オ

在

職

中

に

於

て

r

加

之

な

ら

す

、

ダ

ッ

ダ

I

ド

。
ス
チ
ユ

ア

ー
小

ほ

一

千

七
 

同

池

の

生

要

な

る

人

‘ダ

の

多

數

を

說

，服

し

て

自

®

C

ル

易

へ

ン

百

五

4
-

ニ
：

年

万

至

三

年

R

ダ

ラ

ス

ゴ

オ

大

學

.に

於

て

愉

 

主
義
に
改
ま
せ
し

め

た

b
<
y
J
O
<
"
s
t
e
w
a
r
t
,

 

W
o
r
k
s
,

 

V
O
T

一 

.理

链

學

の

講

義

を

聽

講

せ

る

人

々

の

談

に

徵

し

て

、

ス 

V
I
V
P
,

 

3
7
9
,
)

。

マ
！

カ

ン

チ

タ

ス

ト

の

殿

將

サ

I

®

ジエ：

：，ミ

ス

が

早

く

旣

R

當

時

；の

講

義

中

に

於

て

「

園

富

論

」

の
 

1
A

ズ

.？

 

チ

ユ

ア

1
ト

〈
s
i
r

. J
a
m
e
s

 

.
s
t
s
a
r
t
)

は

厳

も

根

本

原

理

を

表

明

し

、

而

.
し

て

同

五

十

五

年

、

周

市

の

 

巧

妙

な

る

辯

#

家
じ
じ
て
、

ス
ミ
は
彼
れ
の

.諧

著

よ

：
；

：：

某

學

會

に

於

.
て

、

.

其

の

自

然

：的

自

由

の

舉

說

を

表

明

せ

 

り

も

寧

ろ

其

の

談

話

に

.よ

ね

て

善

く

彼

れ

の

主

張

を

了

：

.

る

旨

を

記

せ

ヒ

此

の

講

演

の

草

稿

は

：後

年

ス

チ

ユ

ア

1

第

十

六

盤

S

1.
H

)

雜
錄
ア
ダ
ム
々
ス
，
ミスめ祐揮

 

第：
H
號
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1
3

lillwenl
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第*
H

s

 

(
S
I

四)
：：：

離
1
0 

:

ア
ダ
ム
•ス
ミ
ス
の
ゆ
廣 

.ト

.の
听
藏
：に
歸
せ
る
も
の
に
しV

、

ス
ミ
ス
は
苑
に
先

立

ち

て

其

，の

友

人

ブ

ラ

ッ

ク

(
D
r
.

 

J
o
s
e
p
h

 

B
l
a
c
k
)

及 

び

.
ハ
ッ

 

>

 

ン
■
, 

(
p
r
,

 

J
a
m
e
s
’ 

K
L
U
t
t
o
n
)

を

し

て

出

瓶

に
 

®

す

る

少

數

，
の
A

の
を
除
き
、
爾

儉

.1

切
の
草
案
を
燒 

棄
せ
し
め
た
る
も
、
獨
b

此
の
草
稿
の
み
ほ
如
何
に
し 

て
か
、
，K

チ
ュ
ァ
I

ト

の

所

有

に

歸

し

，
つ

 

>
あ
り
し
が 

®

め
に
、
，
其
の
破
毀
を
免
れ
た
る
な
ら
、
然
れ
ご
も
/

 

此
の
草
稿
も
亦
た
恐
ら
は
父

.

.の
：
命

令

に

基

き

，
ス
，
チ
ュ 

ア
I

ト
の
子
に
ょ
も
て
破
毀
せ
ら
れ
力
る
も
の
な
る
可 

し
。
何
を
な
れ
ぱ
ス
チ
ュ
ァ
I

ナ
は
草
稿
の
全
部
を
公
"
 

表
す
：る
は
：、
永
遠
葬
む
去
る
に
如
か
ざ
る
個
人
的
の 

，不
和
を
復
活
せ
し
む
る
の
虞
れ
あ
る
が
故
に
、
之
れ
を 

，不

穩

當

ビ

思

描

せ

る

を

以

て
f

v

從
ウ
て
其
の

t
g；

黎 

じ
，關
す
る
吾
人
の
知
識
描
メ
チ
ュ
ァ

1
ト
が
潮
期
に
於 

け
る
ス
ミ
ス
の
政
治
思
想
の
發
達
を
示
す
貴
重
な
る
資 

料

ビ

て

引

用

す

る

を

ま

當

ビ

息

®

し
た
る
左
の
數
行
：
 

の
文
字
じ
限
ら
れ
た
タ
。
而
も
ス
チ
ュ
ア
ー

ト
は「

國
富

第
i
 

ニ 
5

論
キ
.中
に
於
け
る
最
も
重
要
な
る
.意
見
の
多
く
が
此
の 

文
書
中
に
詳
説
せ
ら
れ
つ
、
*
る
を
說
きC

V
、

あ
る
な

ン「

人
間
は
ニ
，般
政
治
家
及
ぴ
說
計
家
に
よ
-
^
て
一 

種
の
政
治
的
技
手
の
財
料
ピ
し
て
思
料
せ
ら
る
"
設
計 

家
は
自
然
が
人
事
の
上
に
作
用
す
る
進
路
を
提
亂
す
" 

.而
し
て
自
然
を
し
て
彼
れ
白
身
の
.計
盡
を
設
足
せ
し
む 

る
が
爲
め
に
は
之
を
放
任
し
て
、
其
の
目
的
の
追
求
上 

公
正
な
る
取
扱
を
與
ふ
る
以
上
に
何
物
を
も
必
要
ミ
す 

る
こ
ミ
な
し
。
：
：

を
し
て
最
低
の
S
蠻
狀
態
よ 

な
最
高
度
.の
富
裕
に
導
く
が
爲
め
は
平
和
ど
輕
易
な 

る
粗
税
を
而
し
て
相
應
な
る
司
法
以
外
に
殆
ん
ご
何
物 

を
も
必
要
ご
す
る
こ
と
な
し
。
即
ち
爾
條
ー
切
の
も
の 

は
事
物
の
自
然
的
經
過
に
よ
ら
.て
成
就
せ
ら
る
A
が
故 

f

 
o

此
の
自
然
的
經
過
を
阻
#
し
"
事
物
を
し
て
眼 

ひ
て
他
の
水
路
に
就
か
し
め
ハ
若
し
く
は
特
殊
の
點
は 

於
て
社
會
の
進
步
を
停
止
せ
ん
を
努
む
る

一

切
の
政
治

は
不
自
瓶
に
し
て
、
其
の
存
績
の
爲
め
に
は
勢
ひ
®
制

b
iography, 

i860, 

p
‘
.
 28.500

暴
虐
だ
ら
ざ
る
を
得
ず
。
.:
♦
,此
め
險
稿
中
じ
宣
明
せ 

‘ら

ゅ

る
意
見
の
大
部
分
は
余
が
猶
は
余
の
手
元
に
所 

，藏
而
し
て
六
年
以
前
に
余
の
事
務
を
辭
せ
るi

鲁

：
‘ 

g

の
手
に
取
せ
ら
か
た
も
講
演
中
於
て
仔
細
に
論
述 

せ
ら
れ
た.ev。

是
れ
等
®
も
の
は
其
.の
全
部
を
擧
げ
て. 

余
が
グ
ラ
ス
ゴ
ォ
に
於H

過
し
お
る
最
劾
の
冬
"
バ
お
め 

て
ク
レ
ー
ギ
ー
氏
め
學
級
を
敎
授
し
て
ょ
ら
以
来
、
今
. 

日
に
至
る
ま

で
何
等
重
要
な
る
變
更
を
加
，ふ
る
こ
.じ
な 

ひ
来
れ
る
余
が
講
義
の
不
變
の
題E

：r

カ
ゥ
し
，
 

是
れ
等
の
も
の
は
其
の
全
部
を
擧
げ
て
余
が
.エ 

ゾ
ンA

ァ

を

去

る

前

0
冬
？
同
地
に
於
て
朗
讀
せ 

在
講
演
の
題
目
た
れ
じ
-
の̂
な
み
、
而
，し
て
余
は
.エ
ゾ 

ン
カ
及
び
グ
ラ
ス
ゴ
ォ
の
兩
地
ょ
ら
是
れ
等
の 

も
の
が
全
然
余
©
所
有
に
®
す
る
こV

を
確
®
ず
可
き 

無
數
の
證
人
を
.擧
ぐ
る
を
得
る
な
•り」

。(Stewart, 

■
work

ダ V
o
L

 :X. 

p. 

68 ; 

Alexander 

Carlvle, Aut
b
-

此
の
論
稿
が
如
何
な
る
事
情
に
基
&
て
起
草
せ
ら
れ 

た
る
か
，
其
の
詳
細
は
今
ょ
ら
し
て
推
知
す
る
こ
ざ
能 

は
す
，。
唯
だ
ス
チ
ュ
K

i
ト
の
言
ょ
み
推
し
て
、
ス
ミn. 

の
講
義
に
：‘出
席
し
"

义
た
は
其
の
变
灰
€
腐
々
往
来
レ 

て
ス
ミ

ス
の
思
，想
を
把
握
せ
る
者
が
之
れ
を
自
a
の
も 

の
ご
し
て
，公
し
力
る
が
ん
若
し
ぐ
は
公
に
せ
ん
と 

し
つ
/
'あ
り
し
も
の 

>
如
し
。

1

千
七
；白
九
十
年
の 

S
O
E
h
l
y 

R
e
v
i
e
w

誌
上
揭
げ
ら
れ
れ
る
ス
ミ
ス
追 

悼
の
記
事
中
に
は
"
彼
れ
が
其
の
グ
ラ
‘ 
^
ゴ
ォ
時
代
に 

於
て
常
に
其
の
思
想
の
劇
竊
せ
ら
る 

> 
を
懼
れ
、
ぐ
し 

其Q

學
生
中
の
成
る
者
が
，彼
れ
の
講
義
を
拳
記
す
る
を 

見
.た
&
ば
.せ
ん
か
、彼
ゆ
は
直
ち
に
.之
れ
を
差
止
め
て
、
 

「

余
は
へ
.ボ
作
者
を
嫌
ふ」

ざ
稱
す
る
の
"
習
な
&
き
 ̂

傅
へ
ら
れ
た
ら
。
而
も
こ
は
明
か
に
襲
き
k
揭
げ
た
る 

ミ
ラ
I
の
言
£
矛
盾
す
，る
所
あ
る
な
ら
。
當
時
評
剑
好 

き
敎
接
の
講
義
は
其
の
學
生
の
筆
記
帳
よ
b
膽
寫
せ
ら

第
十
六
倦(

四
！.
 

雜

鋒
ア

ダ

ス

ミ

ス0

生
涯
.

第
3
號

ニ
 
$
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第
'

(
.
a
H
O

 

‘
雜

綠

ア

•スミス
生媒

れ〜
.魔
々
窝
本
と
レ
て
#
肆
の
痛
©
に
賦
賣
せ
ら
れ
し
ざ
る
が
如
し 

な
ヶ
0
佩
へ
ぱ
プ
ラ
ー
の
：修
僻
學
講
義
の
：如
&
は
數
年 

間
斯
く
の
如
き
寫
本
の
.形
服
に
於
て
普
く
流
布
し
ウ
、

あ，ev

し
な
-

-CN 
0
ジ
エI

ム
ス
，ボ
ナ
I

 

(J
a
m
e
s

 

Bonar)

は
此
のI

千
七
百
五
十
五
年
の
宣
言
を
以
て
チ
ダ
t
 

ス
ア
グ
ソ
ン(

A
d
a
m

 Ferguson) 

對
し
て
發
せ
ら
れ 

^
か

も

の
な
タ
ざ
云
へ
b

o
力
I
ラ

ィ

ル(Dr. 

A
.

C
a
r
l
y
l
e
)

の
所
言
に
據
れ
ぱ
，
フ
ア
グ
ツ
ン
がj

千
セ 

百
六4

-

七
年
に
其
のHiAQry. of Civil 

Society.

を
出 

.敬
し
れ
る
時
、

ミ
ス
は
彼
れ
を
非
難
し
で
無
謝
に
其

第
n
i 

ニ！六

八

レt
.

氏
の
研
究
は̂

ミ
ス
が
货
職
に
關b

て
ほ
宛
も 

小'
兒
0
如
ぐ
無
能
力
な
ら
し
ビ
去
，へ
る
意
見
の
虚
妄
な 

るV
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を
明
か
に
せ
か
。
エ
ダ
ン>
 

ァ
ォ
に
於
け
る 

ス
ミ
ス
の
隣
人
の1

人
骨
つ
て
彼
れ
に
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き
"
ブ
ァ
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ト
•

チ
エ
ム
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c
h
a
m
b
e
r
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に
談
て

白
く
、
斯
く
の
如
ズ
賣
買
及％

交
換
に
就
き
て
巧
妙
な 

る
所
論
を
爲
せ
る
人
が
自
ら
®
四
用
の
穀
物
を
購
ネ
こ 

さ
能
は
す
し
て
他
人
の
援
助
を
必
要W

せ
る
は
奇
を
す

の
思
®
の
或
る
も
の
を
借
用
せ
を
も
の
を
做
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r
v
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ぺ
し
と
。

而
も
グ
ラn

ゴ
ォ
大
學
の
記
錄
k
據
ね
て
案 

グ
ンv

t
i

父
た
之
れ
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答
：へ
て
彼
れ
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何
物
を
も
ス
ミ 

ス
，ょ
ヶ
借
用
す
る
所
な
き
も
ス
ス
ミ
ス
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彼
れ
ょ
&
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利
用
レ
た
る
或
る
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顿
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資
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據
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所
多
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然
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縱
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千
七
M
六
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事
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す
る
ぁ
？
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も
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千
七
百
五
十
五
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像
す
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さ
理
由
存
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す
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に
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彼
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は
十
S

グ
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間
の
在
職
中
に
於
て
他
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敎
授
の
孰
れ
ょ
り
も
校
務
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盡
痛
す
る
所
大
な
-
し
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如
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彼
れ
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會
計
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檢
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檢
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け
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に
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デ
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岸
化
於
け
る
校
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侵
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査
し
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七
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納
司
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任
務
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ひ
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i
y
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爲
し
、1
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ら
に
學
生
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宿
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監
の
一
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げ
ら
れ
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食
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品
入
市
税
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猶
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國
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於
け
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大
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市
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等
し
く
グ
ラ
ス
ゴ
ォ
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生
要
な
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財
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ら
し
が
？
グ
ラ
ス
ゴ
ォ
太
學
れ
廣
生
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古
来
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特
權
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レ
て
各
學
年
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彻
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に
鄉
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V
學
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食
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用
に
充
ウ
る
の
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度
內
じ
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て
職
割
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麥
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す
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！
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す
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^
s
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般
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懷
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な
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内
R
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ざ
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。
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評
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せ 

ら
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た
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ざ
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彼
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介
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司
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彼
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激
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總
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。
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司
法
部
に
し
て
文
た
行
政
；

報
す
る
；̂
際
し
、
斯
ぐ
の
，如
き
不
和
が
學
檢
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搭
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れ
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；
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す
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じ
な
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b
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グ
ラ
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れ
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の
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.
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す
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千
七
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六
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ニ
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八
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日
に
大
學
評
議
員
雄
職
組
合
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内
に
製
作
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を
開
設
す
る
の
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の
最
後
の
問
跑
じ
關
し
極
め
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し
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な
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ギ
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暴
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し
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。
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す
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ĉ。
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迎
え
た
る
時
、
此
の 

甫
大
學
は
ス
ミ
ス
の
就
任
に
先
立
ウ
數
年
前
‘，
化

學

技

術

家」

が
新
な
に
發
明
し
た
る
彫
刻
機
械
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懷
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-!

=N

。(
I
M

も
ス
チ
ユK

-
の
意
見
じ

i
i

れ
ぱ

"

彼
れ
サ
ま
接
享
樂
の
手
段Vi

し
て
藝
術
品 

興
味
を
有
.す
る
‘ょ
み
も
、
典
の
激
作
に
含
審
せ
ら
れ
た
.
 

ぶ
：人

間

性

の

を

#

#
す
，タ
の
資
科
ビ
し
て
.之
.れ
に
：
 

興城有せるも如し

s
 

o
.スミ
ス
は
フ

1
ダ
ゾ 

め「

意
匠
學
校」

(
A
c
a
d
e
m
y

 

of ye/lgri.
)

に
對
し
て 

顧
問
の
地
位
に
在
も
し
；が
如
し
。
ク
I

ル
ダ
0

組
合
員 

に
し
て
、

ぶ
ッ
シ
バ
ア
&
>
の
か
理
店
に
於
け
る
製
作 

物
f
f
i寶

の

局

當

.れ
る
ダ
ル
タ

ン
プ
ル(

s
i
r

 

J
o
h
n

 

D
a
一！：ysple.)，：

がJ

千
七
.百
}
十̂
七
银
十
二
月j

日
、
ス 

]
ル
：ダ
に
.書
を
寄
せ
て〔

貴
下
の
提
供
.せ
ら
る
y 

0
 

史
晝
'に
就
&

て
.：̂
、
ス
ミ
ス
氏
及
び
プ
ラ
ッ
ク
博
出 

(Joseph 

B
l
a
c
l
O

の
忠
吿
に
從
は
る
、
こ
を
を
希
望
仕 

.̂
:>候

」
V
.

云
ひ
、：
更
ら
に
ス
ミ
ス
氏
貴
下
の
爲
め
に 

嫩
：の
‘

1
1

願

黨(

，フ
I

ル
ッ
に
對
し
捧
給
を
與
ふ
る
の
仲 

に
：厕
す
る
政
府
苑
ゆ
請
願
書)

.，を
起
草
す
る
が
爲
め
に 

^
|餘
-
:
^
^
:
に
多
忙
に
.瑪
ぐ
る
か"

若
し
く
は
無
性
に
過
ぐ

る
も
"
プ
，ラ
タ
ク
#
士
は
遮
ん
で
-
?れ̂
を
行
ば
る〜

な 

ん

信

化

な

候

」
「

小

生

は.ダ
.ラ
メ
ゴ
オ
.に
赴
く
の 

機
替
無
之
候
ま
\

，

下

及

び

ス

ミ

ス

'皮
が
ク
リ
ス
，マ
 

.K.

の
休
暇
に
常
撒
に
来
ら
を

V
か
，
文
た
は
貴
下
が
域
：
 

當
地
じ
來
ら
シ
お
希
望
仕
候」

云
々
£

日
へ
、
 

る
に
徵
し
て
這
般
の
.池
息
を
明
か
に
す
，る
を
得
可
し
。
 

-{̂
Duncan, 

Notes and 

Documents, 

P, 

2
5
,)。

是

：

i 

、に
レ
て
吾
人
は
ス
ミ
ズ
が
ク

I
A
ダ
印
刷
所
を
訪 

ふ
.こS

多
か
し
は
營
だ
に
當
時
活
字
盤
上
は
花
み
有 

な
，る
ク
厂
ル
ダ
版
ィ
タ
：ア
ツ
ド
'を
見
ん
が
爲
め
の
み 

-

に
雜
ざ
レ
し
，̂
瓶
：る
可
し
。
ス
i

ス
及
び
ミ
ラ
ー
を
共 

.に
古
ん
の
.
®度
を
學
ん
で
グ
ラ
ス
ゴ
"オ
，の
箭
廊
を
散
步 

す
：ホ
を
得
意
g

せ
る
プ
じ
ヤ
I

ン
卿(

E
a
r
l

 

o
r
’B
u
c
^
h
,

 

ざ)

ゆ
フ
I

ル
ダ
の
揉
術
蜜
に
於
て
腐
刻
法
：ク
を
ド§

:) 

を
學
べ-C ?

スミダゾミの關係は
旣述せ
 

る
ふ
.
ミ
ル
ト
ン
の
詩
集
出
脱
に
始
ま
れ
る
も
の
な
- 

:

瓶
し
サ
ブ
ー
ル
ダ
が
、
，

1

千
七P

五
十
举
化
後
に
及
ん

で
チ
ャ
イ
ド
ド

(sir 

Jbslah 

Child 
ニ 

ジ
1

(Joshua 

G
e
e
)

マ
ン

(
T
h
o
m
a
s

 

M:un) 

ロ 
I 

(John 

L
a
w
)

及 

び
ペ
チl

(
s
i
r

 

w
i
l
l
i
l

 

petty
〕

等
の
手
に
成
れ
る

# 

期
の
經
濟
論
れ
翻
剑
す
る
こ
ビ
多
か
-
^
し
は
ス
ミ
ス
の 

激
吿
じ
依
れ
る
も
の
に
は
非
ざ
る
か
。

此
印
刷
所
に
於
て
使
用
.せ
ら
れ
れ
る
活
字
は
0

1 

.Ikdhre 

る
r
レ
グ
ザ
ン
ダ
I

ク
イ
ル
ソ
ンA

す
ザ 

レnder」
W
i
l
s
o
n
)

の
活
字
®
造
所
ょ
み
供
給
せ
ら
れ
れ 

レ
ダ
ク
イ
ル
ソ
ン
は
グ
ラ
ス
ゴ
オ
大
學
版

'の
ポ
11

 

I 

I
C
H
O
m
e
r
o
s
)

の
爲
め
に
'希
*
活
字
の
鶴
造
に
，時
ビ
金
.じ 

を
費
す
こ‘
定
頗
る
大
ぱ
レ
し
に
拘
ら
す
、
大
學
附3

:
®

:

紫
者
を
除
さ
て
は
之
れ
に
對
し
て
他
の
顧
客
を
看
出
ず 

"

こ
ざ
御
は
ざ
な
し
が
故
じ
、
，
一
，千
七
W

五
十
九
气
注 

文
を
求
め
て
倫
敦Li

上

-
^
、ス
ミ
ス
の
紹
介
狀
に
由
ね 

.で
常
ポ1

座
M
中
な
;
k
vし
じ
.ユ.
I

ム
を
訪
間
せ
ら
.
广
ん 

丹
ニ
ヤ
九
日
附
.ス

ミ 

'ス.寐
ヒ
ユ
I

ム
の
書
徹
參

K
 

Burton, 

I/ife 

o、f
, 

H
u
m
e
,

 T
1
.
p
.

 

5
9.

)

然
る
じ一

千
七

.
寨

六
#
.
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0

デダムてス生ま
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第
十
六
卷
§

三〕

‘雜

錄

ア

ダ

t
ス
ミK

ゆ
生
涯
广 

，银
§
 

I
H
n

 

百

年

に

ク

.ラ
^
コ
ォ
大
學
は
®

®
所
を
建
設
し
、

史{
T
h
e

 Principles 

wHcli lead a
n
d

 direct PHIOSO, 

王
室
の
援
ざ
得
ダ
星
學
の
新
請
座
を
開
設
し
、
ク

ィ

phical 

Inqnfries 

; 

.
 

illustrated 

b
y

 

the 

History 

of 

ル
ジ
ン
は
同
講
座
任
命
せ
ら
れ
、
；
ブ
千
七
百
六
十I 

一
 

A
s
t
r
o
n
o
m
y
,
)

は
彼
れ
.の
死
後j

千
七
百
九
十
五
年 

.年
校
内
に
居
住
す
る
に
f

し
を
以
て
、
雨
地
間
を
往
に
至
、

切
め
て
其
の

Essays 

S 

p

f

o

t
 

後
す
る
の
不
便
を
避
け
て
彼
れ
の
爲
め
じ
活
字
製
造
：所 

一
|

§

♦

中
に
出
版
せ
ら
れ
し
も
の
？

も
、
文

は
 

を
校
內
に
建
設
.せ

ん

こ

ほ

評

議

員

會

に

請

願

せ

え：

ダ
ク
ガ
，

r
ス

ー

グ

ユ

ア
I

の
記
ず
る
所
に
據
て
、

此
の
猜
願
書
は
四
月
五
日
を
以
て
附
議
せ
ら
れ
し
が
、j

其
の
稿
本
は
彼
れ
の
述
作
中
に
於

て

最
も
早
ぐ
成

れ

る
 

結
局
ア
ダ
ム
ミ
：ス

の̂
發
議
に
由
ら
て
一
定
の
條
件I

も
の
、

一
な
る
を
る
可
ぐ
、
又
た
篇
中
.
"
一
千
七
百 

の
下
にS

十
繁
超
過
せ
ざ
る
費
用
を
以
て
校
內
の
最
五
十
八
年
に
現
る
可
き
S

の
豫
言
を
記
せ
る
に
徵
し

も
便
宜
あ
る
地

位

に

，

な
れ
.を
建
設
す
る
こ

30.

ビ

爲

れ

て

、
同
年
前
の
作
.

5^

る
こ
ど
明
か
な
る
可
し(ibki 

P 

\ 
0
 

.

.

.

.

.

.

 

I

9
0 an

d note.)

ン
，

ス
ト
は
說
を
作
し
す

日
ぐ
、彼
れ 

,
ス
ミ
ス

0
身
も
亦
た
早

^
ょ̂

ら̂
レ

|て
星
學
に
興
味
は
牛
津
狂
學
中
に
於
て
其
の
資
料
を
寬
集
し
、

I

千
七 

を
有
し
マ
タ
レ
！

ギ

w

f

s
>
'
及
ぴ
ピ
タ
ゴ
ラ
ス

一
百S

十
六
年
软

J

同S

十
八
？

至
る
カ
ア
コ
才
デ 

(
P
y
t
h
a
g
o
r
a
s
)

の
學派

ょ
.：：s n

ぺ
ル
ー
！
カ
ス(

c
o
p
e
r
n
r

ィ

の

幽

樓

中

に

於

て

之

れ

を

完

成

せ

る

も

の

な

る

可

し

- 

C
U
S)、

プ
ラ
I 

チ(
T
y
c
h
o

 

E
r
a
h
e
)
、

ガ
ジ
レ
オ
.
ビ(Hirst, 

o
p d

t
,

 

pp. 

I6
-
I7
J
。

(Galileo)

及
び
デ
力
.I
ト

(Descartes)

の
體
系
を
經 

九

て
、

ユ
ユ
I

トv

 (sir :isaac N
e
w
t
o
n
)

に
至
る
f
i學

グ

ラ

ス

ゴ
ォ
大
學
の
諧
敎
授
は
更
ら
進
ん
で
職
人

1

.1

—

[

-

 

-
■

ス

.
：

1
-

-
-
.
-
1
1
. 
■ 

一
 

=
i
-
I
I 

-______■■§
-醒

i
-
■
一
i
i■_
=
_■_g

i

l

l

i

.
i
i

_ 

: 

.

. 

J: 

; 

.
 

‘

階
き
爲
め
に
自
然
化
學
の
講
義
を
す
ら
開
始
せ〜

"
存
す
る
J

ば
、
.之
れ
を
有
效
な
ら
レ
む
，る
の
方
法
如 

i

千
七
百
し
ハ
十1

年
、
ス
，r

ス
は
.乂
た
學
生
の
間
に
蓮
何
を
調
査
す
る
の
委
員
じ
選
出
せ

.ら
れ
れ
ヴ
}
同
大
學 

動
霞
を
獎
勵
す
る
の
目
的
を
以
て
舞
蹈
"
擊
劍
及
び
は
是
れ
等

I

の
資
に
據
て
此
の

1

1

事
總 

騎
馬
の
學
纂
をM

設
す
る
の
發
案
者
き
。
彼
れ
長
に
建
白
し
"
市
政
官
を
就
さ
て
彼
れ
等
蓋
に
建
白 

8

年
十
二
月1.1

十
二 02

評
議
員
會
を
代
表
し
て
其
の\

養
を
提
出
せ
し
む
る
こ
と
に
決
せ
*
。̂
‘
t

ス
は
校
長 

針

か

學

S

E

I
卿
R
說
明
し
て
其
の
援
助
を
求
む
及
び

111.

の
敎
授
i

に
特
別
委
S

擧
げ
ら
れ
て
大 

る
の
I任
に
當
れ
&
。
.然
れ
ご
も
這
般
め
計
書
は
終
に
其
一
學
奮
來
の
特
權
及
び
組
織
を
調
査
せ
b 

,

.1

方
に
這&

I

行
を
見
る
じ
至
ら
ざ
-
き
Q
室

¥
1

年
シ
ュ
クI

:

の
調
査
が
進
行
し
り
、
あ
る
間
に
、
他
方
に
於
て
I

 

グ
ス
ト
ン(

s
h
e
t
t
l
e
t
)

の

R
O
I

 B
o
g
l
e

等
五
名j

官
は
多
數
住
民
の
後
援
を
得
て
新
劇
場
に
於H

演
技
を 

の
-富
商
の
發
起
に
.由
レ
て
初
め
て
グ
ラ
ス
ざ
ォ
に
常
設
一
行
は
ん
-

yj

す
.る
俳
®
に
對
し
S

を
提
起
す
る
に
決
せ 

劇
場
の
創
？

見
ん

と
し
2

時
，

之
れ
に
一
.
-。
而

し

て

ぐ

、
？

譲
f

t

1

集
會
に
於
て
同 

對
ム
£

烈
|

反
對
者
t

て
現
れ
、
！千
七
百
六
大
學
は
市
政
官

i

力
し
て
這
般
の
行
爲
に
出
づ
可
き 

千
ニ
年
十
月11

十
五
日
.？
校
長
他
の
ニ
敎
授
ご
典

1

こ
ざ
を
譲
決
せ
&
。
劇
場
建
設
反
對
運
動
は
一
千
七
百 

i

揚
建
設
を
防
止
す
可
き
最
も
適
當
I

方
法
に
關
六
十
四
年
、
ス
ミ
ス
が
其
の
敎
職
を
僻
せ
る
後

1
"
=
^

レ
て
市
政
官
商
譲
し
ゾ
同
時
に
又
力
牛
當
大
學
が
其
て
も
猶
は
繼
續
せ
ヒ
而
も
幾
許
な
ら
す
し
て
、
何
等 

.
の
地
域
內
じ
此
‘s

f

の
、i

i
m

を
防
止
し
得
る
の
法
律
上
の
援
助
を
受
く
る
能
は
ざ
る
こ

S

か
I

る 

特
權
を
有
す
る
や
}

$1

や
、
若
レ
又
-
?斯̂
く
の
如
き
特
權
に
及
び
て
漸
次
鎭
静
に
歸
じ
、
終
に

®
場
は

I
s
;

のi-

‘第
十
タ
盤

@

i)

雜錢
アダ

t
n
ミ
ス
ゆ
生
雜 

1§
1

.

.

.'

.

.
I



银
十
六
盤
®
1
s)

-

維

0

ア
ダ
ム
ル
ス
ミ
？

C

ゆ
#
课

S

8
9
S

S

K

外
に
建
！̂
を
見
た
.ね

。
，
然

れ

ざ

も

同

劇

場

は

同

年

.恰
も 

ペ
ル
ア
ぐ

4
4
人̂(

0
2
を

1

0 

B
e
n
a
m
y
)

を
^
?
-
& 

ビ
せ
る

一
座
露
し
て
開
場
せ
ん
ご
し
，

‘ジ
：.

A

あ

し
 

時
ゥ
ー
奇
織
な
る
說
敎
者
の
煽
.動

じ

由

か

て

暴

徒

：
の

爲

，め 

に
燒
き
挪
は
れ
セ
ら
。

.
然

れ

ど

-
^
ス
ミ
ネ
は
此
の
劇
場
建

I

狀
反
對
運
動
の
起 

'-る
數
年
以
前
、
ジ5̂

‘ン
•
ホ
I
ム(John 

H
o
m
e
)

の
悲
劇 

Douglas (
1

千
七
：&
五
十
四
年
の
作)

.の
演
出
に
與
味 

を
有
し
、
其
の
上
.揚
がH

ゾ
ン
.バ
ア
^
オ
の
長
.老
敎
會

勝
H
號

！ 
0

れ

が

}

ム
の
他
ゆ
友
人
等V

J

全
膝
意
見
を
一
に
せ
み 

こ
は
ス
' 
ミ

み

：

宛
：：； Li: 

t
 
A
S
0
 

(

日
附
な
さ
も
風 

年
內

な

る

と

脚
か
な
り)

に
依
ぅ
て
簾 

細
す
も
ど
得
可
し
。(ISXIrtI 

o
p
. 
o
f II, 

p. 

I

⑤

。
ス 

ミ
ス
は

又

.
た

其

の

佛

勵

族
雅
中
に
於
て
®
♦
同
國の
劇
’ 

場
.を
見
物
し
、
之
か
を
賞
識
す
：る
こ
ビ
大
な
.

C
V

し
ぱ
云 

.ふ
0
.加
之
な
ら
ず
、
彼
れ
は
其
め「

國
富
識」

中
に
：̂

て 

营
だ
に
演
劇
に
S

T

傾
等
の
反
對
歸
を
行
は
ざ
る
の 

み
な
ら
や
、
其
效
用
を
擧
示
し
、
K

家
が
完
全
な
る

を

憤

激

せ

し

む

る

，や
-
之

れ

を

辯

護

す

る

の

地

位

に

立

j

へ
自
由
を
與
へ
で
之
れ
を
獎
卿
す
可
き
こ
ざ
を
勸
吿
し
つ 

て
ら
.
彼
れ
は
圓
ょ
b
巷

說

の

傳

ふ

る

が

加

く

？

‘
一

 

千

あ

る

な

い

.
0 (w

&
l

t
K

 

b
f

 Nations, 

B
k
.

 

<
. oha

プ

f. 

七
ぼ
五
十
六
ギ
エ
ダ
ン
バ
ア
ン
.ォ
に
於
け
：ォ
其
の
公I 、

a
r
t
.

 . 3
.
)

o

而
も
彼
れ
が
演
劇
に
骤
し
て
完
全
な
る
自
由 

.顧
に
も
、
又
ね
避
れ
ょ
ら
以
前
、
女
優
^ ̂

fド
^
人̂
；1
を
要
求
せ
る
は「

醜
陋
耻
づ
可
，̂
の
所
爲」

な
ぐ
し
て
、 

.
(

w
a

r
d

)

の
部
屋
に
於
て
行
は
れ
、作
者
自
身
を
始
め
を
レ
民
を

樂

ま
し
む
る
®
食
に
限
れ
ね
。
彼
れ
が
當
年
劇
揚 

し
て
；ヒ
ユ
I

ム
-
力
I
ラ
ィ
ル
> 

;ス
ァ
，
グ
シ
ン
及
び
建
設
反
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